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令和９年度改正「第４期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画」改定に向けて 
  

                       全肢連会長 清水誠一 

 
 令和９年４月から「第８期障害福祉計画・第４期障害児福祉計画」が３年間を計画期間として策定さ

れます。そのため令和７年７月２４日(第１４８回障害者部会)に、本年度は「障害福祉サービスの地域差

を是正すること」に視点があてられ、令和８年度は「自治体においてニーズ調査及び計画策定等」の実

務に入り、令和９年度４月から「障害福祉計画実施」（～令和１１年度末）の基本指針の策定についてス

ケジュールが示されました。 

 

【論 点】 

〇次期計画の策定に向けて、現行計画の進捗状況やサービス利用の動向等も踏まえつつ、 

障害者が希望する地域生活を実現するとともに、新規参入が増加する中で、多様化する利用者ニ

ーズに応じてサービスの質の確保・向上やインクルージョンの推進を図る観点から、 

・計画で定める目標設定の在り方 

・地域の実情に即した実効性のある計画の策定等について検討（障害福祉データーサビスの活用）

を進めてはどうか 

〇「全世代型社会保障構築を目指す改革の道筋（改革工程）」や経済・財政新生計画改革実行プログ

ラム 2024（令和６年経済財政諮問会議）において、次期障害福祉計画・障害児支援計画に向けて、

以下の点（４点）について検討を行うこととされており、こうした点も併せて、検討を進めてはどう

か 

1．障害福祉サービスの地域差を是正し、供給が効率的に行われる方策 

2．都道府県知事が行う事業指定の際に市町村が意見を申し出る仕組みの推進 

3．共同生活援助における総量規制も含めた地域の実態や地域移行の状況も踏まえた事業所指定の 

在り方 

4．利用者の状況に応じた適切な給付金決定のための取組 

 

〇国から都道府県・市町村が福祉計画を策定するときの指針が示されている 

事 項 内  容 

自立生活援助 単身世帯である障害者の数、同居している家族に支援を受けられない障害者の数等を勘案し

て、利用者の数の見込みを設定する。 

共同生活援助 
(グループホー

ム) 

現に利用している者の数、障害者等のニーズ、一人暮らしや家庭からグループホームに入所す

る者の数、グループホームから退所する者の数等を勘案して利用者数の見込みを設定する 

※GH の福祉計画で障害者等から利用に対するニーズ調査（障害種別・支援区分）は行われてい

ますか？ 

〇全肢連として、親の高齢化等で家族介護が難しい現状＆障害の重度化・医療的ケアに対応でき

るグループホームは全国的に少数で大きな課題を訴えています。障害福祉サービスの決定権は市

町村にあり、上記の障害者等のニーズを把握し利用者数の実態を見込んだ都道府県・市町村福祉

計画となることを 内閣府政策委員会、厚労省等に強く要望してまいります。 

 

ZENSHIREN BULLETIN 

皆様からニュースのご提供を心からお待ちしております！ 
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ブロック大会 
 

第 42回東北肢体不自由児・者父母の会連合会 岩手大会 
 

第 42回東北肢体不自由児・者父母の会連合会岩手大会は、 

令和 7年 10月 25日（土）～26日（日）に 「農（みのり） 

と輝（ひかり）の大地」岩手県八幡平市の岩手山の裾野に 

建つ「いこいの村岩手温泉ホテル」で開催されました。 

 

『障害のある人もない人も、相互に人格と個性を尊重しあ 

う共生社会の実現』との大会テーマのもと、東北ブロック 

肢体不自由児者父母の会連合会 金登美一会長の挨拶に始 

まり、岩手県肢体不自由児・者父母の会 工藤真弓会長、 

全肢連清水会長の挨拶に続き、岩手県知事 達増拓也様、八幡平市長 佐々木孝弘様からの 

ご祝辞を頂きました。 

その後に、事例発表として岩手県肢連 今野紀子様から『共生社会をめざして・・・親の立

場から』と題してお話をいただきました。「障害を超え、喫茶店での触れ合いの場で健常者

との交流を提言。母の願いが実って車いすの娘と共に夢膨らむ小さな喫茶店を盛岡に開業」

その後の「ＮＰＯ法人『好望・恕』開設への道のり」と、感動的で、心温まるお話をお聞き

しました。続けて、基調講演として全肢連松田副会長より『能登半島地震における避難と災

害時対応について』と題してお話があり、会場はから多くの質問・ご意見があり活発な意見

交換が行われました。 

全体会では下記の通り大会宣言が決議され次回全国大会併催となる弘前大会について青森県

肢連 駒井副会長よりご案内がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手大会決議文 

1. 障がいのある人の尊厳と生命が守られ、福祉社会の中

で障害のある人もない人も誰もがその人らしい生活

を営むことのできる社会の実現  
 

2. 障害者権利条約、障害者差別解消法をより普及させる 

実効性を高める  
 

3. 医療的なケアの必要とする重度障害者への生活の場

全般の支援策の構築  
 

4. 障がいのある人についての合理的配慮に基づく防災・

減災への取り組みの推進  
 

5. 障がいの有無によらず誰もが地域の学校で学ぶ 

インクルーシブ教育の充実 

岩手県肢連前会長 

功労者 今野 継男 様 
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中央情勢 
 

下記の記事につきましては、2025年度全国大会（札幌）にて紹介されたものです。 

 

 

障害保健福祉施策の動向 
 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課 

課長補佐 青木健一 

 

１． はじめに 

 

令和４年１２月に障害者総合支援法等の一部改正法が成立し、令和６年４月から施行され

ています。改正法では、「障害者や難病患者等が地域や職場で生きがい・役割をもち、医療、

福祉、雇用等の各分野の支援を受けながら、その人らしく安心して暮らすことができる体制

の構築を目指す」と生きがいや役割を前面に出しています。このため、本人の希望に応じて、

施設や病院からの地域移行、その人らしい居宅生活に向けた支援の充実などを推進していき

ます。 

また、第７期障害福祉計画の策定に向けた国の基本指針においては、国連障害者権利委員

会の対日審査の総括所見における指摘事項を踏まえ、地域移行の推進の観点等も考慮し、障

害福祉計画の施設入所者数の削減目標として、令和８年度末時点で、令和４年度末時点の施

設入所者数を５％以上削減することを基本とすることとしています。 

今回は、今年度開催している「障害者の地域生活支援も踏まえた障害者支援施設の在り方

に係る検討会」の検討状況、障害福祉計画の基本指針の見直しなどについて紹介いたします。 
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２． 障害者の地域生活支援も踏まえた障害者支援施設の在り方に係る検討会について 

 

障害者支援施設については、今後、更なる地域移行を進めていくために、施設の役割や機能等

を整理することが、令和６年度障害福祉サービス等報酬改定検討チームなどから求められており、

令和６年度の調査研究事業において、入所施設の実態調査やヒアリングを実施しました。 

調査結果については、様々な移行の状況や利用者の年代、居室の状況、日中活動をどの程度施

設外で行っているのか、医療的ケアへの対応状況等をまとめております。 

この調査研究等を踏まえ、「障害者の地域生活支援も踏まえた障害者支援施設の在り方に係る

検討会」を本年５月より開始し、８月までに３回の検討会を開催しました。 

論点としましては、障害者支援施設に求められる役割や機能、あるべき姿について及び計

画の目標の基本的な方向性について議論いただいております。施設の役割や機能、あるべき

姿についての論点としては、①利用者の意思・希望の尊重について、②地域生活への移行を

支援する機能について、③地域生活を支えるセーフティーネット機能について、④入所者へ

の専門的な支援や生活環境についてなどとなっております。 

今後の障害福祉計画の目標の基本的方向性についての論点としては、待機者のニーズの捉

え方や、基本指針の目標設定についてなどとなっております。 

本検討会につきましては、議論をまとめた上で、社会保障審議会障害者部会での障害福祉 

計画の基本指針の見直しや、次期報酬改定の検討につなげていく予定です。 
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３． 障害福祉計画の基本指針の見直しについて 

 

障害福祉計画は３年を一期として作成することを基本としており、現在は第７期ですが、

第８期に向けて障害者部会での議論を開始しています。スケジュールとしては、令和７年度

に基本指針を議論し、年末を目途に議論をとりまとめて年度内に告示をする予定です。 
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議論する内容は、大きな方針として障害者が希望する地域生活を実現するとともに、新規

参入事業所が増加する中で、多様化する利用者のニーズに応じてサービスの質の確保・向上

やインクルージョンの推進を図る観点から、計画で定める目標設定の在り方や、地域の実情

に即した実効性のある計画の策定となっています。また、障害福祉サービスの地域差を是正

し、供給が計画的かつ効率的に行われる方策や都道府県知事が行う事業所指定の際に市町村

が意見を申し出る仕組みの推進、共同生活援助における総量規制も含め地域の実態や地域移

行の状況も踏まえた事業所指定の在り方、利用者の状況に応じた適切な給付決定の取組につ

いても検討していくことになっております。 

 

４． 障害福祉サービス等報酬改定の検証について 

 

令和６年度報酬改定の影響等を把握するとともに、次期報酬改定に向けた基礎資料のため

に、今年度においては、経営概況調査にて令和５、６年度における収支差率の調査を行うこ

とや、昨年度に引き続き、処遇状況調査や改定検証調査を行うこととしております。 

また、今年度の障害者総合福祉推進事業では、療養介護の在り方に関する調査研究などを

行う予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． おわりに 

 

厚生労働省においては、障害のある方が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることがで

きる地域共生社会を実現するため、引き続き、様々な制度改正等に取り組んでまいりますの

で皆様の御理解・御協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 
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さわやかレクリエーション事業 
 

 

9月はスポーツや文化祭などの事業が多く実施されました。気候も良く屋外での活動でもめ

いっぱい楽しめますね。さて、今回はスポーツや音楽療法などを取り入れた事業をご紹介し

たいと思います。 

 

和 歌 山 県 障 害 児 者 父 母 の 会 連 合 会 よ り 

お申込みをいただき、 9 月 19 日～ 20 日に 

「令和 7 年度 和歌山県障害児者親子のつどい」 

が開催されました。 

今年で記念すべき 50 回目を迎え、県内各地から 

312名の障害児者とそのご家族が参加されました。 

 

 

 

スポーツ協会のボランティアの皆さんのご協力 

のもと、ボッチャやフライングディスクなどの 

レクリエーションを楽しむ姿が見られました。 

また、音楽療法では音楽に合わせてリズムを取 

ったり歌ったりと、楽しみました。 

 

 

 

夕食はバイキング形式で、和風・洋風・中華風と多彩な料理が並び、参加者は思い思いに食

事を楽しんでいました。夜の交流会では、カラオケ大会とビンゴゲーム大会が開催され、カ

ラオケでは参加者が歌手になりきって歌声を競い合いました。ビンゴでは県内の障害者施設

が製作した景品や参加賞が配られ、会場は大いに盛り上がりました。昼も夜も笑顔があふれ、

参加者同士のつながりが強まる有意義な催しとなったことと思います。 

他にもたくさんの事業が実施されております。お写真にてご紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次号では、10月に開催される事業の様子をお届けする予定です。どうぞお楽しみに！ 

 

さわやかレクリエーションのお申込みは随時受け付けております。 

お気軽にお問い合わせください。 
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JKA指導者育成セミナー 
 

 

・2025年度テーマ 

＜重度障害児者・医療的ケア児者が生涯を通し安心安全に生活できる住まいの場確保と障害

福祉サービスの提供に係る地域差等＞ 

 

昨年度「障害福祉サービス等報酬」・「第 7 期障害福祉計画・第 3 期障害児福祉計画」が改

訂されました。本セミナーは、親の高齢化や核家族化で家族介護が困難な状況でも、障害福

祉サービスの支給を受け重度障害者・医療的ケア者が「生涯を通し安心安全に生活できる」

地域づくりを目的に実施され、地域格差なく一人暮らしやグループホーム等で安定して生活

できる場を確保すること、グループホームの補助制度や障害福祉サービス利用で重度障害者

に対応できる制度・仕組みや地域の現状を研修し「多様な住まいの場」を活用し誰もが希望

する地域で生活できる事例を学ぶセミナーを開催しています。 

 

タイムスケジュール 

１日目 
13：15～30 

開会式 

13:30～14:30 

講演 

「多様な住ま

いの場」 

の研修 

14:30～14:45 

質疑 
ワークショップ 

14:45～15:00 

休憩 

15:00～15:45 

講演 

多様な住まい

のあり方、障

害福祉サービ

スの現状 

15:45～16:50 

質疑 
ワークショップ 

16:50～17:00 

まとめ 

ブロックまた

は担当県から 

 

２日目 
9：30 

受付 

9:30～10:45 

意見交換 

住まいの場・

障害福祉サー

ビスの現状 

10:45～11:00 

休憩 

11:00～11:30 

報告事項 

ブロック報告 

11:30～11:45 

閉会式 

 

 

解散 
アンケート回収 
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理事からのコーナー 
 

関西万博ロス 

 滋賀県障害児者と父母の会連合会 植松潤治 

 
関西万博が終幕しました。開催までに賛否様々で「楽しんでなんぼのもの」という根性で大

いに満喫してきました。そこで、私が経験したことをお伝えします。さて、真のレガシーと

なるか負のレガシーとなるか。 

開催前にステージで親子３人（両親と障害者）車いす予約を取ろうとしたところ、アプリで

は受付も出来なかった件。万博協会からは、「３人全員が必ず同じ当落結果が得られる申し込

み方法ありません。車いす利用者の方 1人につき介助者（同伴者）1人までがお申込み可能で

す。限りある車いす席を有効に活用し、一人でも多くの車いすの方に利用いただくためにこ

のような運用としています。また車いす席の方の抽選倍率が低い（＝当選しやすい）傾向に

あり、車いす席への介助者以外の方の申し込みを不可としています。」との回答でした。稀な

ケースとも言われ、重度障害者を二人介助で支えることが理解できていない頭の古い協会で

すね。 

最終 2200万枚のチケットが売れたようですが、障害者等の特別割引 

チケットは 63万枚で 2.8％でした（この中には介助者分も含まれて 

いますので、実際の障害者等は 1.4％でしょうか）。全国の障害者等 

の人口比率は 9.8％ですので、万博に参加された障害者等はかなり少 

ないということですね。このような国家的大規模イベントに障害児者 

が参加できない状況は、まだまだ普通の社会とは言えないですね。 

でも、55年ぶりの開催。終幕してもお金や土地利用の問題山積ですが、 

国際的な壮大なお祭り、2200万人が参加されたということは、それだ 

け楽しくて素晴らしいものであったことは否定できません。 

ああー、チェコミルコビール、ベルギームール貝白ワイン蒸し、おいしかったー。 

現在家族全員が万博ロスに陥っています。 

全肢連 清水会長スケジュール 

10月 清水会長スケジュールをご報告いたします。 

 

 

・岩手ブロック大会出席 

   →挨拶文作成 

 →要綱校正 

・指導者セミナー福島出席 

 →講師資料作成 

   →講師 

・中央要望会出席 

 →要望書のまとめ 

   →各省庁との調整 

・東京会議 

・あーと展覧会会長賞作品選定 

   →審査員長との調整～全肢連事務局 

・全肢連情報記事作成 など 
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第５回あーと展覧会 
 

今年も、コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社様、株式会社協和様のご協賛をいただき、

「第５回あーと展覧会」を開催いたしました。 

今回は、合計 345 点ものご応募をいただき、どの作品も力作ぞろいで、拝見していてとても

楽しい時間となりました。本日は、その中から最優秀賞と金賞の２作品をご紹介いたします！ 

 

 

選考審査委員会 審査員長 北海道帯広北高等学校校長 奥野淳一氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にも、受賞された皆様の作品を HPへ掲載中です！ぜひご覧ください♪ 

応募全作品のオンライン展覧会も準備でき次第 HPにて開催いたします。 

 

 

 

 

 

最優秀賞 
 

題 名 ガッツポーズ！ 

作者名 石田 菜々実 

所 属 岐阜希望が丘特別支援学校 

 

【コ メ ン ト】 

一生懸命色を塗りました。使う色は全部自分

で決めました。とっても気に入っています♡ 

備考 石膏による立体造形 

金賞 
 

題 名 nature 

作者名 浦田 桜月 

所 属 大阪府立交野支援学校 

 

【コ メ ン ト】 

きらきらな山の風景を描きました。 
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広告 
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全肢連事務局からのお知らせ 
 

指導者育成セミナー 
関東・甲信越ブロック 11月 21日（金）～22日（土） 

東京都豊島区「福祉財団ビル７階」 

 

中四国ブロック   11月 29日（土）～30日（日） 

          鳥取県鳥取市「ホテルモナーク鳥取」 

 

 

ホームページに YouTubeページ作成しました！ 

全国大会（札幌）の第一部と寸劇を掲載いたしました。 

 

Instagram始めました！ 

事務局の仕事や新しい情報等をお届けさせていただいています。 

まだまだ投稿数は少ないのですが、全国の皆様と繋がることがで 

きたらいいな♪と思っています。よろしくお願いいたします。 

 

編集後記 
 

夏の終わりを感じたのも束の間、気づけば朝晩の冷え込みに 

「え、もう冬？」と戸惑う今日この頃。秋が短そうだったの 

で、あわててサツマイモと落花生の収穫体験に出かけました。 

土の中からゴロゴロと現れるサツマイモにワクワクし、落花 

生を掘るのも新鮮な体験。収穫したサツマイモは干し芋に、 

落花生は塩ゆでにして、秋の味覚をしっかり楽しんでいます。 

短い秋でも、季節を感じる時間ってやっぱりいいものですね。 

（記：海津）             
 

 

 

 

 

 

来月号 １２月１５日発行予定 
 

□編集・発行 

一般社団法人全国肢体不自由児者父母の会連合会 

 〒170-0005 東京都豊島区南大塚３－４３－１１ 

       福祉財団ビル 5 階 

 

ＴＥＬ：０３－３９７１－３６６６ 

ＦＡＸ：０３－３９７１－６０７９ 

メール：zenshiren@zenshiren.or.jp 

 

    

全肢連公式ホームページでも全肢連情報をご覧になれます 

https://www.zenshiren.or.jp 

落花生国内産の約 8割が 

千葉県で生産されています。 


